
20235 月号

第546号
ホームページアドレス／http://www.village.ikusaka.nagano.jp/

世帯 718戸／人口 1,689人／男 847人／女 842人／前月対比　6人増
発行 生坂村役場（TEL.0263-69-3111)／印刷 川越印刷　松本市城西（TEL.0263-32-0131)

薫風　清々しく
大城・京ヶ倉　春のトレッキングツアー

関係記事は13ページに掲載



2

任
期
満
了
に
伴
う
長
野
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
が
四
月
九
日

（
日
）
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
一
日（
土
）か
ら
四
月
八

日（
土
）ま
で
期
日
前
投
票
が
行

わ
れ
、
八
日
間
に
三
七
〇
名
の

有
権
者
が
期
日
前
投
票
を
行
い

ま
し
た
。

投
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

生
坂
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙

が
四
月
二
三
日（
日
）に
執
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
欠
選
挙
は
村
議
会

議
員
が
辞
職
し
た
こ
と
に
よ
り

欠
員
（
定
数
八
名
に
対
し
て
二

名
の
欠
員
）
が
生
じ
た
た
め
に

行
わ
れ
た
も
の
で
四
月
一
八
日

（
火
）
に
告
示
さ
れ
、
定
数
二
名

に
対
し
五
名
が
立
候
補
し
ま
し

た
。二

年
ぶ
り
の
選
挙
戦
は
、
初

日
か
ら
村
内
各
所
で
候
補
者
に

よ
る
街
頭
演
説
や
選
挙
カ
ー
に

よ
る
遊
説
な
ど
が
行
わ
れ
、
連

日
、
激
し
い
選
挙
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

開
票
は
午
後
八
時
か
ら
村
民

会
館
講
堂
で
行
わ
れ
、
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

開
票
の
後
、
選
挙
会
を
開
催

し
、
二
名
の
当
選
を
正
式
に
決

定
し
、
選
挙
長
よ
り
当
選
人
の

告
知
を
行
い
ま
し
た
。

投票結果
生坂村 選挙区計

当日の有権者数 1,450 211,181
投 票 者 数 785 88,947
有 効 投 票 数 777
無 効 投 票 数 8
投 票 率 54.14％ 42.12％

開票結果
生坂村 選挙区計

小 林 あ や 43 11,397
神 谷 ゆ り 42 7,338
は ぎ わ ら 清 28 7,710
両 角 友 成 53 9,157
百 瀬 智 之 43 8,963
澤 田 か い 14 2,233
か つ の 智 行 134 9,873
清 沢 英 男 301 7,336
中 川 ひ ろ じ 81 11,512
青 木 た か し 38 12,467

投票結果
当日の有権者数 1,447
投　票　者　数 1,016
有 効 投 票 数 1,000
無 効 投 票 数 16
投　　票　　率 70.21％

開票結果
候補者氏名 党派 得票数

山 本 吉 人 無所属 411
島 　 幸 恵 無所属 219
笠 置 克 人 無所属 209
望 月 一 将 無所属 113
細 井 絵 梨 香 無所属 48

令和５年４月９日執行令和５年４月９日執行

長野県議会議員一般選挙長野県議会議員一般選挙

令和５年４月23日執行令和５年４月23日執行

生坂村議会議員補欠選挙生坂村議会議員補欠選挙
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「
脱
炭
素
先
行
地
域
」と
は

　
脱
炭
素
先
行
地
域
と
は
、
国

が「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」及
び「
地
球
温
暖
化
対
策
計

画
」に
基
づ
き
、二
〇
五
〇
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

て
、民
生
部
門（
家
庭
部
門
及
び

業
務
そ
の
他
部
門
）の
電
力
消
費

に
伴
う
二
酸
化
炭
素
排
出
の
実

質
ゼ
ロ
を
実
現
し
、運
輸
部
門
や

熱
利
用
等
も
含
め
て
そ
の
他
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
つ

い
て
も
、我
が
国
全
体
の
二
〇
三

〇
年
度
目
標
と
整
合
す
る
削
減

を
地
域
特
性
に
応
じ
て
実
現
す

る
地
域
で
す
。

　「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」で
は
、地
方
自
治
体
や
地
元

企
業
・
金
融
機
関
が
中
心
と
な

り
、
環
境
省
を
中
心
に
国
も
積

極
的
に
支
援
し
な
が
ら
、少
な
く

と
も
一
〇
〇
か
所
の
脱
炭
素
先

行
地
域
を
選
定
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

生
坂
村
の
提
案
の
概
要

　
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
よ
り
、

太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池
を
最
大

限
導
入
す
る
と
と
も
に
、屋
根
や

敷
地
が
利
用
で
き
な
い
需
要
家

に
は
遊
休
地
等
を
利
用
し
た
オ

フ
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
よ
り
電
力

を
供
給
し
、村
の
中
心
地
で
あ
る

上
生
坂
区
に
お
い
て
、ブ
ド
ウ
圃

場
や
主
要
民
間
施
設
等
を
対
象

に
民
間
裨ひ

え
き益
型
自
営
線
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、自
立
的
な
電
力
供
給
体

制
を
確
保
し
な
が
ら
、村
全
域
の

脱
炭
素
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
工
場
の
建
設
や

家
庭
等
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

導
入
に
よ
り
、村
内
の
林
業
構
築

を
図
る
と
と
も
に
、古
民
家
脱
炭

素
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

移
住
・
定
住
施
策
と
過
疎
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

★
生
坂
村
の
提
案

概
要
は
こ
ち
ら
→

村
長
コ
メ
ン
ト

　
本
日
生
坂
村
は
、
環
境
省
の

第
三
回
脱
炭
素
先
行
地
域
の
一

つ
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
村
は
令
和
四
年
六
月
に

「
生
坂
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
」を
行
い
、令
和
五
年
二

月
に
は
「
生
坂
村
脱
炭
素
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」を
策
定
し
、こ
の
計

画
に
基
づ
き
、
二
〇
五
〇
年
ま

で
に
目
指
す
村
の
姿
と
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

そ
の
時
に
、
脱
炭
素
先
行
地

域
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
脱

炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
具
現
化

す
る
た
め
に
大
変
有
り
難
い
こ

と
で
あ
る
と
と
も
に
、
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
オ
ー
ル
生
坂

で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

当
村
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
内
の

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
よ
り
、
産
業
と
雇
用
を

創
出
し
、
村
民
の
生
活
と
地
域

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

併
せ
て
、
令
和
四
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

と
村
民
へ
の
脱
炭
素
型
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
定
着
を
目
指
す
、

い
く
さ
か「
創
造
の
森
」プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
推
進
し
ま
す
。

今
後
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
中
山
間
地
域
の
脱
炭
素
化

を
加
速
す
る
先
駆
者
と
し
て
取

り
組
み
、「
実
行
の
脱
炭
素
ド
ミ

ノ
」
の
モ
デ
ル
と
な
り
ま
す
よ

う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
五
年
四
月
二
八
日

　
生
坂
村
長
　
　
藤
澤
　
泰
彦

生
坂
村
が
環
境
省

生
坂
村
が
環
境
省    

脱
炭
素
先
行
地
域

脱
炭
素
先
行
地
域

（
第
三
回
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

（
第
三
回
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

つ
な
ぐ
・
ま
も
る
・
め
ぐ
る
　
生
坂

～
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
農
山
村
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
～

ブドウ圃場 古民家脱炭素
リノベーション

同報無線
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小学校だより
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生坂中学校１学年  中学生になってがんばりたいこと
中学校だより
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子
ど
も
た
ち
か
ら
講
師
に
い

く
つ
か
質
問
も
し
ま
し
た
。

Ｑ
「
伊
藤
さ
ん
は
ど
う
し
て
働

い
て
い
る
ん
で
す
か
？
」  

Ａ
「
家
族
の
た
め
に
働
い
て
い

ま
す
。ま
た
、チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ

ト
す
る
お
客
さ
ん
が
嬉
し
そ

う
に
満
足
げ
な
様
子
を
し
て

い
る
と
、
こ
の
仕
事
の
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。」

講
座
を
通
し
て
、将
来「
ホ
テ

ル
マ
ン
」
に
な
り
た
い
と
い
う

参
加
者
も
い
ま
し
た
。

平
成
二
九
年
度
か
ら
小
中
学

生
を
対
象
に「
お
仕
事
っ
て
な

あ
に
？
」と
題
し
、人
は
な
ぜ
働

い
て
、ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か

職
種
紹
介
を
し
て
き
ま
し
た
。

第
一
三
回
・
第
一
四
回
を
三

月
と
四
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
三
月
二
三
日
（
木
）

　
第
一
三
回
「
ホ
テ
ル
マ
ン
」

•
講
師
：
安
曇
野
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
宿
泊
部 

伊
藤
健
二
フ
ロ

ン
ト
ク
ラ
ー
ク

•

会
場
：
や
ま
な
み
荘

•

参
加
者
：
小
学
生
一
四
名

　
ホ
テ
ル
マ
ン
は
別
名
ホ
テ
リ

エ
と
も
言
い
ま
す
。
仕
事
の
内

容
は
、
ド
ア
ボ
ー
イ
・
ベ
ル
マ

ン
・
フ
ロ
ン
ト
・
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
・
キ
ッ
チ
ン
・
ウ
エ
イ
タ
ー
な

ど
が
あ
り
、
体
力
と
忍
耐
力
を

必
要
と
す
る
仕
事
で
す
。

　
仕
事
紹
介
の
後
は
、
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
教
室
を
開
き
、
講
師

の
伊
藤
さ
ん
か
ら
洋
食
の
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
食
べ
る
だ
け

で
は
な
く
、
接
客
方
法
も
体
験

し
ま
し
た
。

■
四
月
四
日
（
火
）

　
第
一
四
回
「
新
聞
記
者
」

•

講
師
：
市
民
タ
イ
ム
ス

　
小
岩
井
貴
之
記
者

•

会
場
：
生
坂
村
役
場

•

参
加
者
：
小
学
生
七
名

　
新
聞
記
者
の
仕
事
は
「
身
の

回
り
に
あ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

こ
と
を
取
材
し
、
記
事
に
し
て

み
ん
な
に
知
ら
せ
る
仕
事
」と
、

小
岩
井
記
者
は
子
ど
も
た
ち
に

話
し
ま
し
た
。

　
後
半
の
時
間
は「
生
坂
新
聞
」

の
腕
章
を
付
け
、
カ
メ
ラ
と

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
記
者
に
な
り

き
り
、市
民
タ
イ
ム
ス
の「
さ
わ

や
か
さ
ん
」
コ
ー
ナ
ー
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
役
場
職
員
の
取
材

を
し
ま
し
た
。

取
材
後
は
、
小
岩
井
記
者
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
集
め

た
内
容
を
記
事
に
し
て
新
聞
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

講
師
の
話
や
記
者
体
験
を
通

し
、子
ど
も
た
ち
は「
働
く
っ
て

自
分
の
た
め
で
も
あ
る
し
、
皆

の
た
め
で
も
あ
る
ん
だ
な
、
と

分
か
っ
た
」「
記
事
を
作
る
の
は

難
し
か
っ
た
。
と
に
か
く
相
手

の
話
を
た
く
さ
ん
メ
モ
す
る
こ

と
が
大
事
な
ん
だ
」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

な
り
き
り
小
学
生
記
者
七
名

で
作
っ
た
、生
坂
新
聞
版「
さ
わ

や
か
さ
ん
コ
ー
ナ
ー
」
を
次
の

ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

僕は写真係をするよ

もう一度教
えてくださ

い

美
味
し
そ
う
！

で
も
、
な
か
な
か

切
れ
な
い
な
…

お肉を切
るとき

は、ナイ
フを押

して引く
感じで

切るんだ
よ。
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☆
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
開
き

六
月
四
日
（
日
）

※
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
プ
ー

ル
開
き
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。

☆
地
域
未
来
塾（
中
学
生
）

　
六
月
　
三
日
（
土
）

　
　
　
一
七
日
（
土
）

午
後
一
時
一
五
分
～

☆
ア
ク
ア
運
動
教
室

　
プ
ー
ル
で
体
へ
の
負
担
が
少

な
い
運
動
を
行
い
ま
す
。

六
月
二
三
日
（
金
）

　
　
　
三
〇
日
（
金
）

午
前
一
一
時
～

☆
絵
手
紙
教
室

　
六
月
一
七
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
一
〇
時
～

☆
陶
芸
教
室

　
六
月
一
五
日
（
木
）

　
　
　
二
二
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
七
時
～

　
村
独
自
の
支
援
金
制
度「
絆

づ
く
り
支
援
金
」
の
今
年
度
事

業
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
支
援
金
制
度
は
、地
区
や

各
種
団
体
の
皆
さ
ん
が
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
地
域
振
興
や

活
性
化
の
た
め
、自
主
的
に
取
り

組
む
共
同
事
業
に
か
か
る
経
費

に
対
し
て
、村
が
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
の
交
付
を
行
う
制
度

で
す
。

　
事
業
計
画
や
申
請
に
つ
い
て

は
、村
づ
く
り
推
進
室
、ま
た
は

地
区
担
当
職
員
ま
で
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
補
助
対
象
事
業

　
地
域
振
興
や
活
性
化
の
た
め

に
区
や
常
会
、五
名
以
上
の
村
民

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
て
主
に

村
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
が

自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
む

事
業
で
す
。た
だ
し
、営
利
を
目

的
と
し
た
収
益
事
業
や
宗
教
的
・

政
治
的
な
催
し
、ほ
か
の
補
助
金

制
度
の
助
成
対
象
と
な
っ
て
い

る
事
業
等
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

◦
支
援
金
補
助
率

　
事
業
交
付
対
象
経
費
の
七
割

以
内
、限
度
額
三
〇
万
円
ま
で

◦
交
付
対
象
事
業
年
度

　
同
一
事
業
を
複
数
年
に
わ
た

り
実
施
す
る
場
合
は
、原
則
三
年

以
内
を
限
度
と
し
て
、補
助
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、特
別
な
理
由
に
よ
り

村
長
が
認
め
た
事
業
に
つ
い
て

は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
交
付
申
請
書
の
提
出
期
限

　
六
月
三
〇
日（
金
）ま
で

詳
し
く
は
、村
づ
く
り
推
進
室

（
☎
六
九-

三
一
一
一
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和４年度の実施事業一覧表
申請団体 事業名 事業内容

１ 大日向にんに
く生産組合

ニンニクまんパワーア
ップ事業

・ニンニクの掘取り作業用機械
の購入

２ 牛沢常会 牛沢公民館雪害修
理事業

・牛沢公民館の屋根補修及び支
障木の一部伐採

３ 上生坂原観音
堂保存会 観音堂修繕工事

・お堂入口建具調整
・ご来場用階段設置
・正面壁漆喰補修及び濡れ縁一

部張替
・北側窓下壁補修

４ 生坂ハチクの
会

ハチク旋風「生坂
　春一番」美味い
もシリーズ

・総合パンフレットの修正
　（竹の子からハチク名称へ）
・商品ラベル名称変更
　（竹の子からハチク名称へ）
・ナイロンポリ袋　バリア TL

タイプへ

５ Good Wood 
Daddy

こなもん倶楽部共
同によるピザ窯新
設

・こなもん倶楽部内にピザ窯を
新設

・こなもん倶楽部のピザを村内
のイベント等で提供、販売す
る

６
生坂村高津屋
森林公園管理
組合

令和４年度高津屋
森林公園周辺森林
整備事業

・高津屋森林公園周辺森林の広
葉樹の　間伐に用いる資機材
の整備と伐倒整理

計 ６団体　６事業

事業申請から交付までの流れ

申請書の提出

令和5年６月30日（金）までに、交付申請書により提出します。

➡
選定委員会の審査

選定委員会の委員は、職名等により５名以内で組織し審査
を行い、交付（不交付）決定を行います。申請団体の代表の
方にご出席いただき、説明をしていただきます。

➡
交付（不交付）決定通知

事業に着手。交付決定後に、事業内容等を変更しようとする
ときは、変更交付申請書等を提出し、その承認が必要です。

➡
実績報告書及び請求書の提出

事業完了後は、30日以内または年度の末日のいずれか早い
日に、必要書類を添付し実績報告書を提出します。

令
和
五
年
度
「
生
坂
村
絆
づ
く
り
支
援
金
」

令
和
五
年
度
「
生
坂
村
絆
づ
く
り
支
援
金
」

事
業
を
募
集
し
ま
す

事
業
を
募
集
し
ま
す

六
月
　
公
民
館
教
室
・
社

会
教
育
、
生
涯
学
習
関
連

イ
ベ
ン
ト
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ン
に
向
け
た
事
業
に
も
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
活
動
以
外
で
も
狩
猟

免
許
を
取
得
し
た
り
、
消
防
団

に
参
加
し
た
り
と
様
々
な
形
で

生
坂
村
に
住
む
方
々
と
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
好
き
隊
の
主
な
仕
事
は
草

刈
り
や
道
の
整
備
な
ど
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
初
め
て
や
る
こ
と

ば
か
り
で
、
足
を
引
っ
張
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
少
し
で
も
早
く
戦
力

に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

60
（通巻118号）

新
し
い
大
好
き
隊
員

は
じ
め
ま
し
て
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
、
愛
知
県
出
身
の
星ほ

し

満み
つ
ると
申

し
ま
す
。
集
落
支
援
員
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
旅
行
や
温
泉
め
ぐ

り
、
ア
ニ
メ
鑑
賞
な
ど
で
す
。

長
野
県
に
住
む
の
は
初
め
て

で
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
な
の
で
、「
こ
こ
行
っ
て
み

た
ら
い
い
よ
」と
か「
こ
こ
の
温

泉
お
す
す
め
だ
よ
」
と
い
う
場

所
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

私
は
前
職
で
子
ど
も
向
け
英

会
話
の
営
業
を
行
っ
て
お
り
、

保
育
園
で
英
語
の
ミ
ニ
レ
ッ
ス

ン
を
提
供
し
た
り
も
し
て
い
ま

し
た
。ま
た
、そ
れ
以
前
は
太
陽

光
・
蓄
電
池
の
営
業
を
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
活
用
し

て
子
育
て
支
援
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

集

落

支

援

星星ほ
し
ほ
し

　
　
　
　満満み

つ
る

み
つ
る  

星　満

◎地域支援業務について

◎いくさか大好き隊　各業務について

担当地区 隊員名 担当地区 隊員名 担当地区 隊員名

小立野 星 　 　 　 満
（新・地域おこし協力隊） 上生坂 小 野 　 　 正　

（集落支援員） 昭津・大日向 本 田 　 健 一　
（集落支援員）

下生野 杉 浦 　 陸 斗　
（地域おこし協力隊） 草　尾 佐久間　拓郎　

（集落支援員） 宇留賀 寺 岡 　 謙 次　
（集落支援員）

日　岐 小 林 　 苑 生　
（地域おこし協力隊） 下生坂 吉　澤　　　　　彰

（集落支援員） 古　坂 山 田　　尚 弘　
（集落支援員）

地域支援業務の隊員は次のとおりです。区ごとの配置により、きめ細かな対応に努めてまいります。

※（新）…R5. 新規採用、兼任は、他業務との兼任を行う隊員
業務名 隊員氏名 所属(施設名）

（新） 情報発信業務（ICNいくさかニュース） 野本  　太朗 村づくり推進室
兼任 空き家対策・移住支援業務（集落支援） 山田  　尚弘 〃
兼任 高津屋森林公園管理業務（集落支援） 本田　  健一 〃
兼任 山清路の郷管理業務（集落支援） 寺 岡  謙 次 〃

高齢者見守り支援業務(結婚相談員) 坂元　里奈子 健康福祉課
兼任 児童館支援業務（集落支援） 小 林 　 苑 生 教育委員会

道の駅業務（駅長） 甲 本 　 太 郎 いくさかの郷
　　　〃 盛 川 　 克 己 〃
伝統食文化の継承に関する業務 坂 爪 　 紀 子 やまなみ荘
郷土食の開発・伝統食文化の継承業務 宮 坂 　 英 昭 〃
農業支援業務 安 藤 　 哲 雄 農業公社
　　　〃 服 部 　 真 司 〃
　　　〃 小 俣 　 千 歳 〃

（新） 　　　〃 小 澤 　 寿 志 〃
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■
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
で
生
坂
村
誌

が
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
！

　
電
子
図
書
館「
デ
ジ
と
し
ょ
信

州
」の
運
用
が
始
ま
り
一
〇
か
月

と
な
り
ま
し
た
が
、も
う
お
試
し

い
た
だ
け
ま
し
た
か
？

　
こ
の
ほ
ど
、「
デ
ジ
と
し
ょ
信

州
」で
生
坂
村
の
本
を
読
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
本
と
は
、

◦
生
坂
村
誌
　
自
然
編

　
　
　
　
　
　
文
化
財
編

　
　
　
　
　
　
歴
史
・
民
俗
編

拡
大
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、生
坂
村
の
自
然

や
歴
史
に
詳
し
く
な
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
」の
利
用

登
録
は
図
書
室
で
行
え
ま
す
。

　
使
い
方
に
不
安
の
あ
る
方
も
、

登
録
か
ら
利
用
の
説
明
ま
で
行

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
図
書
室
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
本
の
近
代
化
を
進
め
た
法

学
者
　
加
藤
正
治
物
語

の
二
タ
イ
ト
ル
で
す
。

　
通
常
、電
子
図
書
館
の
本
は
、

誰
か
借
り
て
い
る
方
が
い
れ
ば

貸
出
中
と
な
り
他
の
人
は
借
り

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、こ
の

本
に
関
し
て
は
、複
数
の
人
が
同

時
に
借
り
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、趣
味
の
学

習
会
や
調
べ
学
習
な
ど
で
も
た

く
さ
ん
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、本
物
の
村
誌
は
厚
さ
が

あ
り
持
ち
出
す
の
に
も
か
さ
ば

り
ま
す
が
、Ｐ
Ｃ
・ス
マ
ホ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
、読
む
時
も
持
ち
や
す
く
、

　
今
月
か
ら
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の

様
々
な
情
報
を
毎
月
「
広
報
い

く
さ
か
」
で
お
届
け
し
ま
す
。

★
夏
休
み
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
無
料

招
待
を
実
施
し
ま
す
‼

《
実
施
日
》八
月
一
二
日（
土
）

《
高
校
生
以
上
》
応
募
期
間

七
月
六
日（
木
）午
前
一
〇
時

～
八
月
一
日（
火
）午
後
一
一
時

五
九
分

《
中
学
生
以
下
》

シ
ー
ズ
ン
中
い
つ
で
も
無
料

■
申
込
方
法

左
の
各
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

当
日
、
広
報
誌
の
記
事
を
持

っ
て
ス
タ
ジ
ア
ム
場
外
に
あ
る

「
ク
ラ
ブ
ガ
ン
ズ
ブ
ー
ス
」に
来

て
く
れ
た
方
に
お
菓
子
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

　
☎
八
八-

五
四
九
〇

き
ま
し
ょ！

図
書
室

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

Ⓒ 2011 YAMAGA

Ⓒ 2011 YAMAGA
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四
月
二
三
日（
日
）に「
大
城・

京
ヶ
倉
　
春
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
開
催
を
見
送
っ
て
き

ま
し
た
が
、
感
染
対
策
を
講
じ

た
上
で
、
四
年
ぶ
り
に
開
催
で

き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、「
大
城・京
ヶ

倉
を
広
く
世
に
出
す
会
」
が
山

頂
か
ら
の
眺
望
や
、こ
の
時
期
に

見
頃
の
高
山
植
物
の「
ヒ
カ
ゲ
ツ

ツ
ジ
」を
見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
企
画
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
一
七
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。村
外
か
ら
の
参
加
者
二
八
名

と
本
会
会
員
、
い
く
さ
か
大
好

き
隊
員
、
観
光
協
会
事
務
局
職

員
一
三
名
の
総
勢
四
一
名
で
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
八
時
に
Ｂ
＆

Ｇ
下
駐
車
場
に
集
合
し
、
出
発

式
の
後
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
万

平
登
山
口
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　
登
山
口
で
準
備
体
操
を
行

い
、四
班
に
分
か
れ
、
各
班
一
列

に
な
っ
て
時
折
休
憩
を
挟
み
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス

で
登
り
ま
し
た
。

お
お
こ
ば
見
晴
台
や
馬
の
背

か
ら
の
眺
望
、ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
を

観
賞
し
な
が
ら
、
春
ら
し
い
爽

や
か
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
晴
天
の
中
ツ
ア
ー
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
、
怪
我
や
リ

タ
イ
ヤ
も
無
く
、
無
事
に
ツ
ア

ー
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ツ
ア
ー
参
加
者
以
外
に
も
多

く
の
一
般
登
山
者
が
い
て
、登
山

道
は
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
大
城
・
京
ヶ
倉
を
広
く
世
に

出
す
会
」
と
生
坂
村
観
光
協
会

で
は
、
今
後
も
登
山
道
整
備
や

ツ
ア
ー
の
開
催
、宣
伝
、Ｐ
Ｒ
な

ど
地
域
振
興
の
た
め
の
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
城
・
京
ヶ
倉
に
登
っ
て
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
を
観
よ
う

大
城
・
京
ヶ
倉
に
登
っ
て
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
を
観
よ
う
‼‼

春
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

春
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

　
令
和
二
年
度
よ
り
猟
友
会
へ

入
会
し
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動

に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
方
の

狩
猟
免
許
取
得
や
、
更
新
に
か

か
る
一
部
経
費
に
対
し
て
補
助

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
内
容
は
、
免
許
受
験
申

請
手
数
料
と
免
許
更
新
手
数
料

に
対
し
て
全
額
を
補
助
し
ま

す
。本

年
度
の
松
本
地
区
狩
猟
免

許
試
験
は
、
次
の
と
お
り
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
松
本
地
域
振

興
局
林
務
課
林
務
係
（
☎
四
〇

-

一
九
二
六
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　※
令
和
五
年
度
の
狩
猟
免
許
試

験
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
や
日

程
等
の
変
更
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
の
取
得
・
更

狩
猟
免
許
の
取
得
・
更

新
を
予
定
す
る
皆
様
へ

新
を
予
定
す
る
皆
様
へ

初心者講習会 狩猟免許試験 備　考

第１回 令和５年
６月10日（土）

令和５年
６月24日（土） 会場：松本合同庁舎

第２回 令和５年
８月19日（土）

令和５年
８月26日（土） 会場：松本合同庁舎

第４回 令和６年
２月10日（土）

令和６年
２月17日（土） 会場：松本合同庁舎

狩猟免許試験及び初心者講習会
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『
村
も
郷
も
「
翔
」』

　
村
民
の
皆
様
お
元
気
で
す

か
？
駅
長
で
す
。

　
ま
ず
は
村
の
「
翔
」。

昨
年
は
、
駅
長
が
交
代
し
た

「
い
く
さ
か
の
郷
」。今
年
度
は
、

村
役
場
の
担
当
が
松
本
係
長
か

ら
新
人
の『
田
中
翔
太
さ
ん
』に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

　
駅
長
に
翻
弄
さ
れ
ず
若
い
感

性
を
活
か
し
て
、
い
く
さ
か
の

郷
の
た
め
に
活
躍
し
て
く
れ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
た
な
仲
間
の
話
と

は
代
わ
り
、
郷
の
「
翔
」。

今
年
も
い
く
さ
か
の
郷
の
ト

イ
レ
の
軒
先
を
見
上
げ
る
と
！

　
新
緑
の
木
々
が
ま
ぶ
し
く
、

初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
と
な

り
ま
し
た
。

　
暗
く
長
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
マ

ス
ク
ル
ー
ル
は
個
人
判
断
に
な

り
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
よ
う
や

く
制
約
の
な
い
日
常
が
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
直
売
所
に
は

数
々
の
山
菜
が
並
び
、
朝
か
ら

大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ
い
、
活

気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
か
あ
さ
ん
家
で
は
い
つ
も
な

が
ら
の
朝
で
す
が
、大
勢
の
ス
タ

ッ
フ
が
協
力
し
合
っ
て
、次
々
と

お
ま
ん
じ
ゅ
う
や
お
や
き
が
出

来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。私
は
入

っ
た
当
初
か
ら
朝
一
番
に『
お
か

ら
ド
ー
ナ
ツ
』
を
揚
げ
て
い
ま

す
。お
か
ら
と
豆
乳
を
た
っ
ぷ
り

入
れ
て
、油
で
カ
ラ
ッ
と
揚
げ
ま

す
。
外
は
サ
ク
サ
ク
触
感
で
中

は
フ
ワ
ッ
と
し
て
い
ま
す
が
、甘

味
を
抑
え
て
あ
る
の
で
素
朴
で

や
さ
し
い
味
で
す
。

　
お
子
様
に
は
大
人
気
で「
美

味
し
か
っ
た
か
ら
ま
た
来
た

よ
！
」と
言
っ
て
遠
方
か
ら
わ
ざ

「
つ
ば
め
」
で
す
。

飛
翔
す
る
姿
は
か
っ
こ
い
い

と
思
い
ま
す
が
、
去
年
は
裏
の

作
業
場
に
入
り
込
ん
で
き
て
追

い
出
す
の
に
一
苦
労
（
駅
長
は

苦
手
）。

今
年
は
、
入
り
込
ま
な
い
よ

う
に
事
前
対
策
を
万
全
に
し
て

い
き
ま
す
が
、
遠
く
か
ら
わ
ざ

わ
ざ「
い
く
さ
か
の
郷
」に
来
て

く
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
生
坂

村
で
楽
し
く
子
育
て
を
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

　
そ
ん
な
「
翔
」
の
話
で
し
た

が
、い
く
さ
か
の
郷
に
は
、ハ
チ

ク
を
は
じ
め
美
味
し
い
も
の
が

続
々
と
入
荷
す
る
シ
ー
ズ
ン
な

の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

わ
ざ
お
越
し
い
た
だ
い
た
時
は
、

嬉
し
く
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
大
好
評
の
お
や
き
や
お
ま
ん

じ
ゅ
う
の
陰
に
い
ま
す
が
、隠
れ

た
人
気
商
品『
お
か
ら
ド
ー
ナ

ツ
』で
す
。
食
堂
の
コ
ー
ヒ
ー
の

お
供
に
も
添
え
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
大
勢
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、お
や
き

や
お
ま
ん
じ
ゅ
う
に
並
ぶ
商
品

に
な
れ
ば
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
か
あ
さ
ん
家
で
は
引
き
続
き

安
心
安
全
な
食
品
づ
く
り
を
心

が
け
、
従
業
員
一
同
明
る
く
元

気
に
、
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
毎
年
六
月
一

日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と

定
め
、
全
国
各
地
で
人
権
特
設

相
談
所
の
開
設
、
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
と
は

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
の
活

動
を
し
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

★
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ

る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

⃝

日
時

　
令
和
五
年
六
月
三
日
（
土
）

　
　
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

⃝

会
場

　
生
坂
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
集
団
指
導
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
　
住
民
課

　
☎︎
六
九-

三
一
一
三

六
月
一
日
は
人
権
擁
護

六
月
一
日
は
人
権
擁
護

委
員
の
日
で
す

委
員
の
日
で
す

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

隠
れ
た
人
気
！『
お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
』

か
あ
さ
ん
家

　
栁 

澤  

哲 

子
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●対　象：医師から依存症の診断を受けた者、または乱用等と診断をされている者の家族
●日　時：毎週第一木曜日　（5月は第 2木曜日）
　　　　　午前 10時～ 11時 30分
●場　所：申込時にお伝えします。（基本的に松本保健福祉事務所内）
●講　師：精神科医師、公認心理士・臨床心理士、保健師、精神保健福祉士

●申込み・問い合わせ：松本保健福祉事務所　健康づくり支援課　
　　　　　　　　　　　0263-40-1938　平日 8時 30分～ 17時 15分まで
※申込み時に簡単な聞き取りを行います。状況によりご参加頂けない場合があります。
※参加には、事前申し込みが必要です。

依存症家族教室のご案内
依存症当事者家族が、同じ悩みを抱える家族と安心してお互いの気持ちを

分かち合い、また本人との関わり方を学ぶための教室です。

心の相談会のお知らせ
●日　時 ：6月 20日 ( 火 )　17 時 から　1組 30分　3組まで
　　　　　（詳しい時間については、申込み時にお伝えします）
●場　所 ：健康管理センター
●申込み：6月 16日（金）12時まで
　　　　　生坂村役場健康福祉課　保健師まで　☎69-3500
※相談会には、村の保健師が同席します。

相談無料村主催

若い農業者の皆さん！
自分の老後自分で守れますか？

※農業者年金に加入できる方の要件は以下の通りです。

・年間 日以上農業に従事している方で、
・国民年金第１号被保険者（ 歳未満）又は、

国民年金の任意加入者（ 歳以上 歳未満）
※詳しくは、お近くの農業委員会、又はＪＡへ！

保険料は自由に選べる！（２万円～６万７千円、千円単位）

さらに、 歳未満であれば、１万円からでも加入可能！
認定農業者で青色申告者等には、

国庫補助で手厚い支援！
１万円の自己負担で２万円の積み立てが実現！

自ら支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象！

その他にも、税制面で優遇措置がある！

農業者年金なら・・・

58
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　　健康応援隊は、村民の皆さまの元気な暮らしを応援し、毎年行っている事業です。

今年も、天野先生と健康福祉課の職員、いくさか大好き隊が各地区にお邪魔します！

　　今年度上半期の健康応援隊は、下記の日程・地区で行います。

秋には、食生活改善推進員さんと一緒に調理実習を行います。詳しくは、今後お知らせいたします。
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長
野
県
全
域
の
雨
量
・
水
位
状
況
・
土
砂
災

害
危
険
度
等
の
防
災
情
報
を
確
認
で
き
る

「
長
野
県
河
川
砂
防
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」が

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

大
雨
災
害
や
土
砂
災
害
等
か
ら
身
を
守
る

た
め
、
こ
ま
め
に
雨
量
や
土
砂
災
害
危
険
度

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
主
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
点

・
パ
ソ
コ
ン
版
ト
ッ
プ
画
面
で「
気
象
警
報
・

注
意
報
」「
雨
量
情
報
」「
水
位
情
報
」「
土

砂
災
害
危
険
度
」
の
四
つ
の
防
災
情
報
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
防
災
情
報
や
雨
量
等

の
グ
ラ
フ
が
マ
ッ
プ
で
確
認
で
き
ま
す

・
英
語
・
中
国
語
簡
体
字
・
韓
国
語
な
ど
八
言

語
で
使
え
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ

〈
雨
量
や
水
位
等
に
関
す
る
こ
と
〉

　
県
庁 

河
川
課

　☎︎
〇
二
六-

二
三
五-

七
三
〇
八

〈
シ
ス
テ
ム
全
般
に
関
す
る
こ
と
〉

　
県
庁 

砂
防
課

　
☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
三
一
六

「
長
野
県
河
川
砂
防
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が

「
長
野
県
河
川
砂
防
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

WEBサイトスマートフォンサイト メール配信登録

6月4～10日は歯とお口の健康週間です
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6月4～10日は歯とお口の健康週間です

令和５年４月１日（土）　～　令和６年３月３１日（日）

マイナンバーカードが健康保険
証として利用できるようになり
ました！
まだお持ちでない方はぜひ取得
してご利用ください。
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来年４月に採用予定の松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）を次のとお

り実施します。

□ 募集内容

試験区分

試験区分 採用予定者 受験資格

上級 消防 若干名 平成７年４月２日から平成１４年４月１

日までに生まれた人で、大学卒業程度の学

力を有する人（日本国籍を有する人）

□ 第１次試験（教養・適性・体力試験）

⑴ 日程 令和５年６月２５日（日）

⑵ 場所 教養試験 松本市役所波田支所（松本市波田 4417-1）

体力試験 松本市波田体育館（松本市波田 10098-1）

□ 申込期間 令和５年６月２日（金）から６月９日（金）まで

期間内の必着を受付とします。郵送の場合は、郵送事故防止のため、簡易書

留で郵送してください。

□ 試験案内・申込用紙

松本広域連合及び松本広域消防局のホームページからダウンロードし、使

用してください。

※ 郵送希望の方は、１４０円切手を貼付し、送付先の住所・氏名を記載した

角型２号の返信用封筒を同封のうえ、赤字で「試験案内希望」と明記して、

お早めに、次の宛先に請求してください。

〒390－1401

長野県松本市波田 4417 番地 1 松本市役所波田支所４階

松本広域連合事務局総務課 電話 0263-87-5460

※ 松本広域連合ホームページは、http://www.m-kouiki.or.jp

松本広域消防局ホームページは、

http://www.m-kouiki119.jp/matsu/MatsuServ

（※ 申込方法は、期間内必着とします。郵送の場合は、簡易書留で郵送）

申込期間 令和５年６月２日（金）から６月９日（金）まで

松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）
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歯
と
お
口
は
た
く
さ
ん
の
大

切
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

体
に
必
要
な
栄
養
を
と
る
た

め
だ
け
で
な
く
、
毎
日
を
楽
し

く
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
も
、

歯
と
お
口
が
健
康
で
あ
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
す
。

お
口
の
健
康
を
保
つ
に
は
、

ま
ず
、
自
分
の
お
口
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
お
口

の
健
康
状
態
と
関
わ
り
の
あ
る

症
状
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
歯
が
あ
る

・
歯
み
が
き
の
時
に
血
が
出
る

・
硬
い
物
が
噛
め
な
い

・
歯
が
抜
け
た
ま
ま

・
口
臭
が
気
に
な
る

・
飲
み
込
み
に
く
い

・
む
せ
や
す
い

・
滑
舌
が
悪
く
な
っ
て
き
た

・
口
の
中
が
よ
く
乾
く

・
タ
バ
コ
を
吸
う

・
間
食
を
よ
く
す
る

・
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け

て
い
な
い

・
自
分
に
合
っ
た
歯
み
が
き
の

仕
方
を
知
ら
な
い

「
よ
く
噛
む
こ
と
」
の
効
果

唾
液
に
は

①
お
口
の
中
の
汚
れ
を
洗
い
流

す
②
味
を
感
じ
さ
せ
る

③
飲
み
込
み
や
す
く
す
る

④
お
口
の
中
の
粘
膜
を
保
護
す

る
⑤
歯
の
修
復（
再
石
灰
化
）を
促

進
す
る

⑥
消
化
酵
素
の
働
き
で
消
化
を

助
け
る

⑦
抗
菌
作
用

な
ど
多
く
の
重
要
な
働
き
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
唾
液
の
分
泌
を

促
す
の
が
、
よ
く
噛
む
こ
と
。

さ
ら
に
、
よ
く
噛
む
と
脳
の

満
腹
中
枢
が
刺
激
さ
れ
て
満
腹

感
が
得
ら
れ
る
た
め
、
食
べ
す

ぎ
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所

・
お
口
の
健
康
に
関
心
が
な
い

歯
と
お
口
の
大
切
な
役
割

★
嚙
む・飲
み
込
む・消
化
を
助

け
る

　
食
べ
物
を
嚙
み
砕
き
、
唾
液

と
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
飲
み
込
み
や
す
く
、
消
化
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
食
べ
物
を

美
味
し
く
味
わ
う
た
め
に
も
、

大
事
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

★
発
音
を
助
け
る

　
言
葉
を
発
す
る
と
き
は
、
歯

を
利
用
し
、
く
ち
び
る
や
舌
の

動
き
を
調
和
さ
せ
て
発
音
し
ま

す
。

「
よ
く
噛
む
こ
と
」
の
効
果

★
表
情
を
つ
く
る

　
表
情
の
豊
か
さ
や
笑
顔
に

は
、
口
元
を
動
か
す
筋
肉
と
噛

み
合
わ
せ
の
発
達
が
大
切
で

す
。ま
た
、き
れ
い
な
歯
と
お
口

か
ら
は
素
敵
な
笑
顔
が
生
ま
れ

ま
す
。

★
噛
む
こ
と
で
脳
を
活
性
化

　
噛
む
こ
と
で
顎
の
筋
肉
を
動

か
す
と
、
血
管
や
神
経
が
刺
激

さ
れ
て
脳
が
活
性
化
し
ま
す
。

緑
の
葉
が
雨
に
洗
わ
れ
て
色

鮮
や
か
に
な
る
と
、田
ん
ぼ
の
水

面
も
四
方
の
山
々
を
映
し
だ

し
、
自
然
豊
か
な
田
園
風
景
が

目
に
入
っ
て
く
る
、と
て
も
気
持

ち
の
い
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
田
畑
の
作
業
も
一
層
精
が
出

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。真
夏
の
よ

う
な
日
差
し
を
浴
び
て
汗
を
か

い
た
後
は
、
や
ま
な
み
荘
の
大

浴
場
で
サ
ッ
パ
リ
し
て
い
た
だ

き
、
ご
入
浴
後
の
生
ビ
ー
ル
は

格
別
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
や
ま
な
み
荘
で
は
、
ス
タ
ミ

ナ
フ
ェ
ア
第
一
弾
と
し
ま
し
て
、

ポ
ー
ク
祭
り
を
開
催
し
て
い
ま

す
。あ
っ
さ
り
と「
冷
し
ゃ
ぶ
」、

定
番
の「
生
姜
焼
き
」、
ボ
リ
ュ

ー
ム
満
点
の「
ヒ
レ
カ
ツ
三
味
」

と
三
種
類
の
定
食
を
ご
提
供
し

て
い
ま
す
。ま
た
、手
軽
な
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
用
ど
ん
ぶ
り
も
好
評

で
す
。お
客
様
か
ら
は『
や
っ
ぱ

り
豚
肉
は
お
い
し
い
ね
』、『
冷

し
ゃ
ぶ
は
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て

食
べ
や
す
い
』
と
あ
り
が
た
い

お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ス

タ
ミ
ナ
フ
ェ
ア
は
第
二
弾
も
開

催
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

清
々
し
い
こ
の
季
節
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
電
動
ア
シ
ス
ト
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
で
、
ご
家

族
や
ご
近
所
様
と
の
交
流
を
深

め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
焼
き
台
は
三
〇

〇
〇
円
で
レ
ン
タ
ル
、
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は

無
料
で
す
。こ
の
季
節
、お
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
し
ま
す
の
で
、

ご
予
約
は
お
早
目
に
お
願
い
し

ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

↑ヒレカツ三味
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令
和
五
年
度
が
始
ま
り
、
早

く
も
一
カ
月
余
り
が
経
過
し
ま

し
た
。今
ま
で
と
は
異
な
る
生
活

を
始
め
た
方
々
は
、新
し
い
環
境

に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
か
。

今
月
は
、
松
本
広
域
消
防
局

採
用
二
年
目
の
降ふ

り
は
た幡
巽た
つ
みが
、生
坂

村
民
の
皆
様
が
安
心
安
全
に
過

ご
せ
る
よ
う
、防
災
ア
ド
バ
イ
ス

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、皆
さ
ん
は
最
近
、消
防

車
が
火
災
に
対
す
る
注
意
喚
起

を
し
な
が
ら
走
行
し
て
い
る
の

を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
消
防
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、

山
火
事
の
約
七
割
が
冬
～
春（
一

月
～
五
月
）に
か
け
て
集
中
し
て

発
生
し
て
お
り
、私
た
ち
明
科
消

⃝

火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な

い
。

⃝

農
作
業
時
の
畑
内
で
の
火
入

れ
、
た
き
火
を
行
う
際
は
消

防
署
に
届
け
出
を
す
る
。

特
に
、
最
後
に
挙
げ
た
消
防

署
へ
の
届
け
出
に
関
し
て
は
、総

務
省
消
防
庁
か
ら
の
通
知
に
基

づ
き
、全
国
の
各
市
町
村
の
火
災

予
防
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
松
本
広
域
消
防
局
で
も
火

入
れ
な
ど
を
実
施
す
る
際
に
は
、

書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
て
お

り
、松
本
広
域
消
防
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
届
け
出
書
類
の
印

刷
が
で
き
ま
す
。

《
山
の
事
故
防
止
》

暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
ス
ズ

メ
バ
チ
な
ど
の
毒
を
持
っ
た
生

物
の
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き

ま
す
。春
の
山
に
は
多
く
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。毎
年
訪
れ
て
い
る

場
所
で
あ
っ
て
も
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎︎
〇
二
六
三-

六
二-

二
九
九
二

防
署
で
も
こ
の
時
季
に
増
加
す

る
火
災
を
予
防
す
る
た
め
、日
々

管
轄
区
域
を
巡
回
し
、火
災
予
防

広
報
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

《
山
火
事
防
止
の
取
り
組
み
》

令
和
五
年
度
の
山
火
事
予
防

の
統
一
標
語
は「
火
の
確
認
　
山

を
愛
す
る
　
あ
な
た
の
マ
ナ
ー
」

で
す
。特
に
こ
の
時
季
は
空
気
が

乾
燥
し
、風
の
強
い
日
が
多
い
た

め
、山
火
事
の
発
生
し
や
す
い
季

節
で
す
。火
入
れ
、た
き
火
な
ど

は
大
変
危
険
で
す
の
で
、火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、以
下

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

⃝

枯
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、た
き
火

を
し
な
い
。

⃝

た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は

そ
の
場
を
離
れ
ず
、使
用
後
は

完
全
に
消
火
す
る
。

⃝

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、た

き
火
、火
入
れ
を
し
な
い
。

⃝

火
入
れ
を
行
う
際
は
水
バ
ケ

ツ
や
消
火
器
等
を
用
意
し
、あ

ら
か
じ
め
必
要
な
防
火
対
策

を
講
じ
る
。

⃝

た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消

す
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な

い
。

 　

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

生
坂
村
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
日
頃
よ
り
明
科
高
校
の
教

育
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
度
「
広
報
い
く
さ
か
～

明
科
高
校
だ
よ
り
～
」
の
執
筆

を
担
当
い
た
し
ま
す
教
頭
の
倉

下
直
と
申
し
ま
す
。
昨
年
同
様
、

明
科
高
校
の
取
組
や
日
常
の
学

校
生
活
を
、
皆
様
に
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◎
新
任
式
・
始
業
式

　
四
月
、満
開
の
桜
の
中
、一
〇

名
の
新
任
職
員
を
迎
え
、
今
年

度
の
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　
始
業
式
の
校
長
講
話
の
中
で

は
、二
・
三
年
生
に
向
け
て「
ひ

と
り
ひ
と
り
が
、
今
あ
る
自
分

よ
り
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

今
日
の
自
分
よ
り
明
日
の
自
分

が
成
長
し
て
い
る
よ
う
に
」と
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
明
科
高
校
で
学
習
、生
徒
会
、

部
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
中

で
、
友
人
や
教
職
員
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
、成
長
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

◎「
日
常
」を
新
た
に
つ
く
る

　
八
八
名
の
一
年
生
を
加
え
、全

校
生
徒
二
二
三
名
で
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
法
的
取
扱
い
の
変
更
に
伴

っ
て
、学
校
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ

禍
の
三
年
間
と
は
異
な
る「
日

常
」を
新
た
に
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

生
徒
会
主
催
の
新
入
生
歓
迎

会
で
は
、全
校
生
徒
が
集
ま
っ
て

学
校
生
活
や
部
活
動
に
つ
い
て

の
紹
介
を
対
面
で
行
い
ま
し

た
。
中
学
と
は
異
な
る
高
校
の

部
活
動
に
つ
い
て
興
味
深
く
耳

を
傾
け
る
一
年
生
の
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

四
月
上
旬
に
は
三
日
間
を
か

け
て
じ
っ
く
り
と
新
入
生
研
修

を
行
い
、明
科
高
校
で
の
学
び
へ

の
準
備
を
整
え
て
、
新
緑
の
中

元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

（
文
責
　
教
頭
　
倉
下
　
直
）

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
〈山火事防止と山の事故防止〉
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長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、高
齢
者
の
方
の
健

康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て

歯
科
口
腔
健
診
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、む
せ
こ
ん
だ

り
、の
ど
に
つ
か
え
た
り
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
、こ
れ
ら
が
原
因

で
誤
嚥
性（
ご
え
ん
せ
い
）肺
炎

（
細
菌
が
唾
液
や
胃
液
と
共
に
肺

に
流
れ
込
ん
で
生
じ
る
肺
炎
）を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
口
の
健
康
は
、身
体
の
健
康

へ
の
第
一
歩
で
す
。固
い
も
の
が

食
べ
に
く
い
、入
れ
歯
が
合
わ
な

い
、
特
に
自
覚
症
状
は
な
い
が
、

お
口
の
状
態
を
確
認
し
た
い
方

な
ど
、
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

◆
対
象
者
　

・
昭
和
二
二
年
四
月
一
日
～
昭

和
二
三
年
三
月
三
一
日
生
ま

れ
の
被
保
険
者（
令
和
四
年

度
に
七
五
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
方
）

・
昭
和
一
八
年
四
月
一
日
～
昭

◆
予
約
方
法

対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
診
時
に
必
要
な
も
の

受
診
券（
必
ず
お
持
ち
く
だ

さ
い
。）

被
保
険
者
証（
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。）

お
薬
手
帳（
無
い
場
合
は
、不

要
で
す
。）

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
　
保
健
事
業
室

☎︎
〇
二
六-

二
二
九-

五
三
二
〇

和
二
二
年
三
月
三
一
日
生
ま

れ
の
被
保
険
者（
令
和
四
年

度
に
七
六
～
七
九
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
方
）の
う
ち
、直

近
で
生
活
習
慣
病
に
係
る
受

診
を
さ
れ
た
経
歴
が
あ
り
、か

つ
、令
和
四
年
度
に
歯
科
医
療

の
受
診
が
な
か
っ
た
方

◆
案
内
通
知
な
ど

六
月
下
旬
に
対
象
者
に
対
し
、

案
内
通
知
と
受
診
券
を
送
付

し
ま
す
。

◆
健
診
期
間

令
和
五
年
七
月
一
日（
土
）か

ら
令
和
五
年
一
二
月
三
〇
日

（
土
）

◆
健
診
費
用
　
無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な

場
合
は
、そ
の
治
療
費
は
本
人

負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
医
療
機
関

　
県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科

医
院（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

◆
募
集
資
格
：二
〇
歳
以
上
の
方

で
、千
曲
川
・
犀
川
に
接
す
る

機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に

関
心
を
お
持
ち
の
方
で
、活
動

範
囲
の
近
隣（
お
お
む
ね
五
㎞

以
内
）に
居
住
す
る
方
。

◆
活
動
内
容：河
川
の
利
用
状
況

や
河
川
環
境
に
関
す
る
意
見

な
ど
月
一
回
の
報
告
を
行
う
。

◆
活
動
期
間
：
令
和
五
年
七
月
一

日（
土
）
～
令
和
六
年
六
月
三

〇
日（
日
）ま
で

◆
募
集
人
員
：
若
干
名

◆
報
酬：月
額
四
，五
八
〇
円（
予

定
）

◆
応
募
締
切
：
令
和
五
年
六
月
一

九
日（
月
）

◆
応
募
方
法
：
指
定
の
応
募
用

紙
に
よ
り
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
に
て
モ
ニ
タ
ー
募
集

係
に
応
募

◆
募
集
用
紙
及
び
募
集
要
領
の

入
手
方
法

　
千
曲
川
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の『
手
引
き・募
集
』か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、ハ

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

よ
り
、モ
ニ
タ
ー
係
に
請
求
。

※
詳
し
く
は
、
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
せ

〒
三
八
〇-

〇
九
〇
三

長
野
市
鶴
賀
峰
村
七
四
番
地

国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務

所
占
用
調
整
課

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
係

☎︎
〇
二
六-

二
二
七-

七
七
六
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
〇
二
六-

二
二
七-

四
〇
七
一

　
歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

～
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
～

～
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
～

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　
申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

安
田 

孝
之
助 

さ
ん（
80
歳  

上
生
坂
）

原
井 

八
重
子 

さ
ん（
85
歳  

下
生
野
）

★
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

　
　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
★

藤
澤
明あ

す

か
日
香
ち
ゃ
ん（
4
月
3
日
生
）

拓
史
さ
ん
・
涼
香
さ
ん（
上
生
坂
）

平
林
　
美う

み海
ち
ゃ
ん（
4
月
6
日
生
）

智
之
さ
ん
・
の
ぞ
み
さ
ん（
下
生
野
）

千
綾
　
想そ

ら來
ち
ゃ
ん（
4
月
15
日
生
）

勝
大
さ
ん
・
聖
華
さ
ん（
上
生
坂
）
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も
無
意
識
の
う
ち
に
男
女
で
役

で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
お

茶
く
み
は
女
性
の
仕
事
」
の
よ

う
な
慣
習
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

役
割
を
押
し
付
け
る
の
で
は

な
く
、
納
得
で
き
る
役
割
分
担

を
し
て
、
皆
で
協
力
し
合
っ
て

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

分
担
し
て
仕
事
を
進
め
る
こ

と
は
大
切
で
す
が
、
こ
の
マ
ン

ガ
の
役
割
分
担
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
男
性
と
女
性
で
明
ら
か

に
役
割
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。以
前
は
よ
く
あ
る
光
景
で
、

「
今
ま
で
の
慣
習
」、「
そ
う
い
う

も
の
」
と
い
う
と
ら
え
て
い
た

た
め
、
こ
れ
を
特
に
問
題
と
は

感
じ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

そ
の
人
に
適
し
た
役
割
で
あ

る
な
ら
構
い
ま
せ
ん
が
、
性
別

の
み
で
役
割
を
決
め
る
こ
と

は
、｢

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担

意
識｣

（
無
意
識
の
思
い
込
み
）

春
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

去
り
早
く
も
夏
の
雰
囲
気
を
感

じ
る
こ
の
頃
、皆
様
お
変
わ
り
な

く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
東
北
に
暮
ら
す
筆
者
の
両
親
、

こ
の
ほ
ど
仔
猫
を
迎
え
た
と
の

こ
と
。
―
「
名
前
は
？
」
―
「
あ

っ
ち
」
…
あ
っ
ち
？
―
な
ん
と
も

猫
っ
ぽ
く
な
い
独
特
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
…
。す
っ
か
り
仔
猫
に
デ
レ

デ
レ
の
両
親
、ま
っ
た
く
微
笑
ま

し
い
限
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
暑
さ
が

本
格
化
し
ま
す
ね
。ど
う
ぞ
お
身

体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。六
月
号
も

お
楽
し
み
に
。

（
西
村
）

編
集
後
記

編
集
後
記

“オフサイトPPA”って？

出典：㈱セブン&アイ・ホールディングス

ちょっと

　一息

豆知識

　オ
フ
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
、
需
要

家
が
発
電
事
業
者
か
ら
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
を
長
期

的
に
購
入
す
る
契
約
で
す
。

　オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
、
屋
根

や
敷
地
内
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
発

電
設
備
を
設
置
し
、
需
要
家
と

隣
接
す
る
形
で
電
力
を
利
用
す

る
モ
デ
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
オ

フ
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
、
遊
休
地
や

荒
廃
地
を
活
用
し
て
設
置
し
た

遠
隔
地
の
発
電
設
備
か
ら
、
送

配
電
網
を
介
し
て
需
要
家
へ
送

電
す
る
モ
デ
ル
で
す
。

男女共同参画男女共同参画
みんなで考えよう！
身近なジェンダー

～役割分担～

第2回

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）

花言葉花言葉「尊重と愛情」「尊重と愛情」

いちご
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わが家の推しメン

我が家の
　　わんぱく娘
ラン
（５歳・シェパード）

（日岐 /小池 勇次さん）

　
四
月
一
日
（
土
）
に
池
田
町

商
工
会
主
催
の
「
ひ
な
市
」
が
、

池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー
「
か
え

で
」西
側
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、

特
産
品
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　「
女
・
人
竹
っ
こ
く
ら
ぶ
」
の

竹
っ
こ
お
や
き
や
、
お
い
し
ん

棒
、「
か
あ
さ
ん
家
」
の
お
ま
ん

じ
ゅ
う
、お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
、「
生

坂
ハ
チ
ク
の
会
」
の
ハ
チ
ク
加

工
品
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様

に
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、
お

や
き
や
お
ま
ん
じ
ゅ
う
は
数
多

く
準
備
し
ま
し
た
が
、
午
前
中

で
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
坂
村
の
他
に
も
、
各
地
か

ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
が
出
店

し
、大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
生
坂
村
観
光
協
会
で
は
、
今

後
も
村
の

宣
伝
、
Ｐ

Ｒ
活
動
を

進
め
、
生

坂
村
の
魅

力
発
信
に

努
め
て
い

き
ま
す
。

年
か
ら
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

強
い
日
差
し
の
中
で
し
た
が
、

参
加
者
は
手
作
業
や
重
機
で
丁

寧
に
ご
み
を
集
め
、ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
に
載
せ
て
回
収
し
、
交
通

安
全
の
向
上
や
景
観
の
美
化
を

図
り
ま
し
た
。

　
県
道
上
生
坂
信
濃
松
川
停

車
場
線
の
美
化
作
業
を
四
月

二
一
日（
金
）に
地
元
団
体
、議

員
有
志
、建
設
業
組
合
、松
本

建
設
事
務
所
と
生
坂
村
が
合

同
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
駐
在
所
下
か
ら
国
道
一
九

号
交
差
点
ま
で
の
約
一・
五
キ

ロ
を
約
五
〇
名
の
関
係
者
が

道
の
両
側
に
散
ら
ば
る
落
葉

や
木
の
枝
な
ど
を
重
機
や
ス

ッ
コ
プ
を
使
っ
て
片
付
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
は
、
村
の
玄
関

口
に
当
た
る
道
路
の
美
化
を

望
む
声
が
あ
り
、
平
成
一
九

齋藤　葉 ちゃん（2歳）
日岐／裕二さん・昌世さん

こんげつの

いい顔

おさんぽ  ぽっぽー♪

合
同
で
県
道
の

合
同
で
県
道
の

美
化
作
業

美
化
作
業

池
田
町

池
田
町

ひ
な
市
に
初
出
店

ひ
な
市
に
初
出
店


